
放送番組審議会 第 149 回議事録 

株式会社エフエム佐久平 

 

1.開催日時  令和 8 年 4 月 23 日（木）午前 11 時 00 分～午前 11 時 35 分 

 

2.開催場所  かいせん問屋 ごう（佐久市佐久平駅東 15-6） 

 

3.委員の出席 

区分 氏名 

出席委員(5 名) 

櫻井 理絵(委員長) 

木内 孝昭 

伊藤 康弘 

宮澤 博美 

岡村 潔 

 

欠席委員(2 名) 

山田 博之 

上田 秀子 

 

放送事業者側 

井上 隆 (代表取締役) 

大谷 幸洋(取締役放送局長) 

前島 正彦(業務課長・事務局)    

 

4.議題 

 審議番組：「干川博のひとつの音から」 

 放送日時：令和 8 年 4 月 1 日（水）19 時 30 分～19 時 59 分 

 

内容：令和 8 年 4 月に開始した新番組。薬剤師であり、佐久市在住のシンガーソングライ

ターである干川博さんが担当する音楽情報番組であり、毎回「ひとつの音」に焦点

を当て、その音から人々が感じることや、その音が持つ意味などについて語る構成

となっている。随時、干川さんによる生ギターの弾き語りも行われる。 

 

 担当：干川 博さん（薬剤師・シンガーソングライター／佐久市在住） 

 

5.議事の経過 

 開会：代表取締役井上より冒頭挨拶 

番組視聴：事務局より番組概要を説明し、対象番組を聴取。 

 審議（委員からの意見・感想）：各委員より、審議番組および放送全般に関する意見が 



述べられた。 

 閉会：取締役放送局長大谷より挨拶 

 

6.議事内容（要旨） 

【審議番組：干川博のひとつの音から】 

委員 A 

（質問） 

・干川さんは、これまでに番組パーソナリティの経験はあるのか。 

（回答・事務局） 

以前、エフエム佐久平で月 1 回の音楽情報番組に出演した経験がある。 

（質問） 

・この番組の開始の経緯は。 

（回答・事務局） 

当局で音楽をテーマとした新番組を企画するにあたり、過去に出演経験のある干川さんに

打診したところ、今回の番組企画をご提案いただき、実施に至った。 

・今後は、薬剤師の視点による健康促進に関する情報も適宜織り交ぜることが望ましいとの

意見があった。 

 

委員Ｂ 

・番組冒頭からエンディングまで聞きやすく、弾き語りも含まれている点が評価された。 

・今後、生放送を行う機会がある際には、SNS での動画配信なども併用することで、より充

実した内容になるのではないかとの意見があった。 

・情報誌「サクノラジオ」における番組紹介欄に、番組スポンサーの紹介や干川さんの X、

Facebook、Instagram などのアクセス先も掲載すると、より効果的ではないかとの意見が

あった。 

 

委員Ｃ 

・優しく柔らかな口調で、聴取者に負担を感じさせない番組であるとの意見があった。 

・「音」をテーマにしている点がラジオらしく、親しみやすいとの評価があった。 

・薬剤師の観点からリラックス効果を説明している箇所については、ややテンポが速く、 

十分に聞き取れない部分があったため、健康情報などは、もう少しゆっくり伝えることが 

望ましいとの意見があった。 

・佐久市で夕方の時報時に流れる童謡・唱歌の話題に関連し、今後はリスナーから思い出の

メロディーなどのリクエストを募集してはどうかとの意見があった。 

・「深呼吸効果で心と体がほぐれる」との説明に際し、「詳しくはインターネット等で検索し

てください」とのコメントがあった点については、今後はパーソナリティ自身の言葉で

伝えることが望ましいとの意見があった。 

 

委員Ｄ 

・実際に佐久市へ移住された方を番組に起用している点は、移住促進の観点からも意義が



あるとの意見があった。 

・番組を通じて、移住者の佐久市に対する印象やイメージが伝わる点も評価された。 

・今後は、他の番組においても移住者を積極的に起用してはどうかとの意見があった。 

・放送時間についても、平日 19 時 30 分は、会社帰りや夕食時などに聴取しやすい時間帯

であるとの意見があった。 

 

委員長Ｅ 

（質問） 

・番組内でオンエアされたスピッツの曲は、本人の選曲か。 

（回答・事務局） 

本人による選曲である。 

（質問） 

・番組スポンサーであるクオシアは、どのような企業か。 

（回答・事務局） 

佐久地域で薬局を経営している会社である。 

（質問） 

・干川氏はクオシアの社員か。 

（回答・事務局） 

そのとおりである。 

・後半部分におけるアドリブによる「雪山讃歌」の弾き語りは好評であった。 

今後は、佐久市にゆかりのある郷土ソングの演奏も期待したいとの意見があった。 

・トークの合間に 2～3 秒程度の間があり、演出上やむを得ない面はあるものの、やや会

話が途切れた印象を受けるとの意見があった。 

・番組全体に癒しの効果が感じられ、放送時間帯も適切であるとの意見があった。 

・今後は、弾き語りやゲストとのトークをさらに増やしてはどうかとの意見があった。 

 

7.放送全般に関する意見 

特になし 

 

8.審議機関の公表について 

本会議の概要は、委員、社員およびパーソナリティに公表し、局内に掲示する。 

 

配布日及び掲示日 令和 8 年４月２７日（月） 

 

 

以上 

 

 


